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１．配電系統における電圧上昇の課題とは
• 専ら、住宅用太陽光発電の拡大により生じる課題。
• 太陽光発電の出力が設置箇所の消費電力を上回り、電力系統に電

気が逆潮流した場合、配電系統の電圧が上昇するため、その制御
を行う必要がある。

• 連系点の電圧が電事法適正値（１０１±６V）を逸脱しそうな場合、配
電系統における電圧上昇対策や逆潮流量を自動的に抑制（出力抑
制）する必要がある。

• 太陽光パネル増加に伴い、配電系統における電圧上昇対策や逆潮
流量の抑制が困難化する可能性あり。



① 柱上変圧器の分割設置
② 電圧調整装置等の設置
③ バンク逆潮流対策

• 上記対策については、状況に応じて、①、②、③の各々の対策を実施していく必要あり。
• 現在、一部の地域では、住宅用太陽光発電の拡大に伴い、これらの対策を講じている。

• 本対策について、配電網の状況（変電所からの距離やつながっている配電線の数など）
によって、必要な措置が異なるため、今後、住宅用太陽電池がどの程度普及した場合に、
どの程度必要となるかについて、正確なデータはなく、現在は、状況に応じて、適宜、対応
している状況。

バンク逆潮流電圧調整装置

２．配電系統における電圧上昇抑制のための対策



３．対策の個別コスト

経済産業省の「次世代送配電ネットワーク研究会報告書」（平
成22年4月）における試算での前提条件は以下の通り。但し、
その前提条件等については、一定の仮定に基づいたものであ
り、実態とは異なる場合もある。

①柱上変圧器の分割設置（住宅用太陽光発電の５～８

軒で１台という前提）： ４１０７円／ｋＷ

②電圧調整装置等の設置（１配電所用変電所（バンク）

当たり１台という前提）： ６９６４円／ｋＷ

③バンク逆潮流対策（配電所用変電所の１割という前提）：

３５７円／ｋＷ

＜試算例＞

○４ｋＷの住宅用太陽光発電導入の際、①～③の全ての措置を講じた場合

（（４１０７円＋６９６４円＋３５７円）×４ｋＷ）÷（４ｋＷ×３６５日×２４ｈ×１２％×２５年）＝約０．４３円／ｋＷｈ

柱上変圧器とバンク逆潮流対策コスト 総発電量


